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指定支援組織：シーニックバイウェイ支援センターの取り組み 



平成19年７月以降、シーニックバイウェイ支援センター

 
や地域活動団体により、既に実験ツアーが10件行われ

 
ています。

【植樹場所】
観光施設内、民地、町有地、公園敷地

 

など

ここで紹介している事例は、今年７月にサミットが開催

 される洞爺湖エリアにおいて実施した「環境に配慮した

 ハイブリッドカーで巡るカーボンオフセット型ツアー」です。

 なお、このツアーは、国土交通省（運輸局等）「平成19年

 度ニューツーリズム創出・流通促進事業」に採択された

 全国47件のうちの1つです。

地球環境問題に対する啓発の意味から参加者へのエ

 コツーリングの説明をおこなうとともに、エコミュージアム

 体験等の後、ツアー参加者自らが植樹を行いました。

【主なメニュー】

・燃費コンテスト

・エコday（ｷｬﾝﾄﾞﾙ、ﾏｲ箸など）

・地産地消メニューの提供

・地域の方々との意見交換会

 

他

シーニックバイウェイ支援センターの取り組み

 
～カーボンオフセットによる「シーニックの森」づくり～

○企画
・シーニックバイウェイ支援センター
・シーニックバイウェイ北海道

支笏洞爺ニセコルート

○開催日
平成19年10月27日・28日（1泊2日）

○ツアー参加者数
大人17名

○ツアー参加費
17,800円～19,800円
（内1,000円がオフセット費）
（団体人数により参加費が異なる）

○植樹種
・トドマツ

 

60本

○植樹場所
・壮瞥町町有地

○森林管理者
・壮瞥町

○走行ルート
・札幌～壮瞥～洞爺～札幌

○走行距離
・札幌～壮瞥：115km
・壮瞥～洞爺：20km
・洞爺～札幌：110km
・合

 

計：個人による周遊の差を考慮し
総走行距離を300kmとする

※各区間の走行距離は周遊も考慮している

○利用車両
・TOYOTA PRIUS



日時 ツアー名 企画・主催 協力・共催
移動
距離

CO2
排出量

植樹

 

本数 植樹場所 樹種

7/21
～22

地球環境を考えながら日本海の

 

食と景観を楽しむ旅！
シーニックバイウェイ支援セン

 

ター 萌える天北オロロンルート
508km
バス1台 370 49 遠別町

トドマツ

カラマツ

9/9 国道よごさん（453）

キャンペーン
国道よごさん（453）キャンペーン

 

実行委員会

 

他
シーニックバイウェイ支援セン

 

ター

264km
バス１台

192 50 洞爺湖町 カラマツ

9/28 「シーニック流大人の社会見学

 

『環境』を考える秋の一日」
シーニックバイウェイ支援セン

 

ター ゆにガーデン
120km
バス1台 87 5 ゆにガーデン 花アカシア

10/3
「洞爺湖の秋をまるごといただく、

 

月浦ワインとそうべつくだもの村

 

を訪ねる旅」

シーニックバイウェイ支援セン

 

ター
グリーンステイ洞爺湖オート

 

キャンプ場

273km
バス1台 199 3 ｸﾞﾘｰﾝｽﾃｲ洞

 

爺湖
ｱｶｴｿﾞﾏﾂ

10/13 「２つのワイナリーを訪ねるin浦

 

臼、富良野」
シーニックバイウェイ支援セン

 

ター 富良野ワイン
253km
バス1台 184 5 ふらのワイン

 

工場
ミズナラ

10/19～

 

26 Follow Me JAPAN
PRIME Travel
シーニックバイウェイ支援セン

 

ター
留寿都村役場

1,200km
レンタカー

12台
1,961 16 ルスツふるさと

 

公園敷地内
ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ

ｴｿﾞﾉｺﾘﾝｺﾞ

10/27・28 2008サミット開催地「洞爺湖」をエ

 

コドライブで楽しむ旅
シーニックバイウェイ支援セン

 

ター 壮瞥町役場

300km
プリウス

5台
106 60 壮瞥町 トドマツ

2/2 雪の芸術“ＷｉｎｔｅｒＣｉｒｃｕｓ”＆富

 

良野塾『悲別』鑑賞ツアー
シーニックバイウェイ支援セン

 

ター
大雪・富良野ルート

北海道開発技術センター

342km
バス1台 268 未定

ツアーの催行が冬季のため、植

 

樹に適する季節に改めて地域と

 

協働で植樹します。
2/9 雪はね隊in上富良野2008

(社)北海道開発技術センター

シーニックバイウェイ支援セン

 

ター

上富良野町役場、上富良野町

 

商工会、大雪・富良野ルート、

 

日本福祉のまちづくり学会北

 

海道支部

 

他

300km
バス1台 314 未定

2/9･10
シーニックナイト・支笏湖氷濤ま

 

つりを見学する『支笏洞爺ﾆｾｺ

 

ﾙｰﾄ視察ﾂｱｰ』

シーニックバイウェイ支援セン

 

ター
支笏洞爺ニセコルート

北海道開発技術センター

250km
バス1台 262 未定

平成19年度

 

「カーボンオフセット型ツアー」一覧

◇支援センターが企画・主催及び協力したｶｰﾎﾞﾝｵﾌｾｯﾄ型ﾂｱｰ：10本（うち単独：６本、共同：３本、協力：１本）

※植樹本数は、CO2排出量に対応した本数を算出し、必要本数以上を植樹場所の管理者と協議して植樹しています。



島根県
・島根県議会（2007/9/12～）

福島県
・県議会（2007/9/12～)

青森県
・青森商工会議所（2007/3/17-18）

群馬県
・県議会土県整備部（2007/8/21～）

和歌山県
・西牟婁郡町村議会議長会（2007/11/21-23）

東京都
・（財）運輸政策研究機構（2007/8/29）
・関東地方整備局（2008/2/6-7）

新潟県
・柏崎市（2007/9/24-29）

大分県
・立命館アジア太平洋大学
（2006/10/15-18）

広島県
・尾道市役所企画財務部

（2008/3/11-12）

・足寄町役場（2007/7/4-6）

石川県
・石川県ツーリズム研究会

（2007/11/1）

シーニックバイウェイ北海道現地視察状況（平成１９年度）

《これまでの視察対応実績》

平成17年度

 

：

 

１７件

平成18年度

 

：

 

３２件

平成19年度

 

：

 

１２件



第２回 シーニックバイウェイ北海道 勉強会

 
～「シーニックバイウェイ北海道とドライブ観光」～

【日

 

時】平成20年1月30日（水）

 

13:00～17:30

 【場

 

所】小樽商科大学

 

札幌サテライト

 【参加者】シーニックバイウェイ北海道活動団体、法人会員、各関係機関など

 

約50名

平成19年5月に続き、第２回を迎える勉強会では

 「シーニックバイウェイ北海道とドライブ観光」と題し、

 海外事例や環境ツアー、レンタカー観光など、４部に

 分けての事例報告とディスカッションを行いました。

各人各様の立場・観点からの事例報告と、盛んに

 意見が述べられる活発なディスカッションとなり、大

 変有意義な勉強会となりました。

【第１部】ドライブ観光支援（話題提供）

「シーニックバイウェイ北海道の最近の動き」

加納 民雄（シーニックバイウェイ北海道推進協議会事務局）

【第２部】アメリカズバイウェイ

○コーディネーター：宮武

 

清志（社団法人オートリゾートネットワーク協会）

「米国調査を参考としたSBW北海道でのドライブ観光振興に向けた考察」

宮本 史大（社団法人北海道開発技術センター）

「アメリカズバイウェイを走って気づいたこと」

かとう

 

けいこ（シーニックバイウェイ支援センター）

【第３部】外国人ドライブ観光

○コーディネーター：原文宏（シーニックバイウェイ支援センター）

「外国人のレンタカー利用同行」

坂本

 

徹（株式会社トヨタレンタリース札幌）

「東南アジアからのドライブ観光」

斎藤

 

大（社団法人北海道開発技術センター）

【第４部】環境とドライブ観光

○コーディネーター：加納

 

民雄（シーニックバイウェイ北海道推進協議会事務局）

「『エコレージ』モニタードライブ観光について」

新田

 

みゆき（未来のくらしと宗谷路（ネットワーク）を考える会）

「カーボンオフセット型ツアー」

中村 幸治（社団法人北海道開発技術センター）

当日のプログラム（敬称略）

【第１部】ドライブ観光支援 【第２部】アメリカズバイウェイ

【第３部】外国人ドライブ観光 【第４部】環境とドライブ観光



シーニックバイウェイ支援センターの取り組み

 
～「シーニックドライブマップ」の発売～

【対象ルート】
函館・大沼・噴火湾ルート
支笏洞爺ニセコルート
大雪・富良野ルート
釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ
東オホーツクシーニックバイウェイ
宗谷シーニックバイウェイ

「道の駅マップ」と美しい景観ポイントやオートキャンプ場などの情報を

 
書き込んだ「ルートマップ」は見やすいＡ１サイズ。

【販売先】
全道の「道の駅」、セイコーマート、道内有名書店、
羽田空港内書店、商船三井フェリー船内ほか

【ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ実施期間】
平成20年4月25日（金）～平成20年11月3日（月・祝）
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